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会社分割（簡易新設分割）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年２月 16 日開催の取締役会において、平成 27 年４月１日をもって、神戸元

町ドリア事業及び倉式珈琲店事業を会社分割（以下合わせて「本件分割」といいます。）によっ

て新設する株式会社サンマルクグリル及び株式会社倉式珈琲にそれぞれ承継することを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本件分割は、当社単独の簡易新設分割であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しております。 

 

記 

 

１．会社分割の目的  

当社グループは、多業態による外食チェーンを展開しておりますが、平成 18 年より持株会

社体制に移行し、外食事業に共通するインフラ的機能（管理機能、店舗開発機能、業態開発機

能、商品開発機能、教育機能等）については、持株会社である当社に集約することによって、

効率的な事業管理を行う一方、各事業子会社に事業の執行権を委譲することで責任権限を明確

にし、グループ経営の管理体制の強化を図ってまいりました。今般、当社の手がける業態開発

において実験中であったドリア専門店の「神戸元町ドリア」事業及びフルサービス喫茶店の「倉

式珈琲店」事業の２事業について、顧客ニーズの把握、立地特性及び店舗運営等の各種検証を

経て、グループ内の本格展開業態と位置づけることとし、業態別の事業をそれぞれ分社化

（100％子会社化）することを決定いたしました（平成 27 年２月 16 日現在：神戸元町ドリア

29 店舗、倉式珈琲店 16 店舗体制）。このため、当社は、平成 27 年４月１日（予定）にて、神

戸元町ドリア事業及び倉式珈琲店事業をそれぞれ新設会社に承継させる新設分割を行うもの

であります。これにより、当社の国内における 100％事業子会社は合計８社となる予定であり

ます。 
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２．会社分割の要旨 

(１) 会社分割の日程 

新設分割計画承認取締役会  平成 27 年２月 16 日 

分割期日（効力発生日）  平成 27 年４月１日（予定） 

（注） 本件分割は、簡易分割であり、会社法第 805 条の規定により、株主総会の承認

を得ることなく行います。 

 

(２) 会社分割の方式 

当社を分割会社とし、株式会社サンマルクグリル及び株式会社倉式珈琲を承継会社と

する新設分割（簡易新設分割）です。 

 

(３) 会社分割に係る割当ての内容 

新設会社が本件分割に際し、それぞれ普通株式 2,000 株を発行し、全ての株式を当社

に割当て交付いたします。 

 

(４) 分割会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

当社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

(５) 会社分割により減少する資本金等 

本件分割により減少する資本金等はありません。 

 

(６) 新設会社が承継する権利義務 

新設分割計画に別段の定めがあるものを除き、新設会社は当社より神戸元町ドリア事

業及び倉式珈琲店事業に属する資産、負債及びこれらに付随する権利義務並びに契約上

の地位を承継します。 

 

(７) 債務履行の見込み 

当社及び新設会社は、その資産・負債及び純資産の額等を勘案して、それぞれが負担

すべき債務につき履行の見込みに問題はないものと判断しております。なお、債務の承

継については、重畳的債務引受の方法によるものとします。 
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３．分割当事会社の概要 

 （１）分割会社（平成 26 年３月 31 日現在） 

     

① 名 称  株式会社サンマルクホールディングス 

② 所 在 地 岡山県岡山市北区平田 173 番地 104  

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 片 山直 之 

④ 事 業 内 容 事業統括管理 

⑤ 資 本 金 1,731 百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 平成３年７月 19 日 

⑦ 発 行 済 株 式 数 11,388,685 株 

⑧ 純 資 産 36,292 百万円（連結） 

⑨ 総 資 産 46,795 百万円（連結） 

⑩ 決 算 期 ３月 31 日 

⑪ 従 業 員 数 523 人［5,672 人］（連結） 

⑫ 大 株 主 及 び 

 持 株 比 率 

片山 直之                      24.96% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社  7.66% 

株式会社クレオ                   4.53% 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社        4.40% 

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND (PRINCIPAL ALL SECTOR 

SUBPORTFOLIO)                 4.07% 

資産管理サービス信託銀行株式会社      2.54% 

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) SUBA/C NON TREATY 2.15% 

株式会社中国銀行                 2.13% 

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY         2.12% 

伊藤忠商事株式会社               2.11% 

⑬分割会社の最近３年間の業績（連結） 

 株式会社サンマルクホールディングス 

決 算 期 (百万円 ) 平成 24 年 3月期 平成 25 年 3月期 平成 26 年 3月期 

売 上 高 (百万円 ) 44,728  48,796  54,347  

営 業 利 益 (百万円 ) 6,916  6,459  7,040  

経 常 利 益 (百万円 ) 7,009  6,659  7,102  

当 期 純 利 益 (百万円 ) 3,608  3,590  3,831  

１株当たり当期純利益 (円 ) 318.61  317.03  340.53  

１ 株 当 た り 配 当 金 (円 ) 98.00  98.00   104.00   

１ 株 当 た り 純 資 産 (円 ) 2,843.88  3,060.07  3,267.17  

（注）従業員数は、平成 26 年３月 31 日現在の就業人員であり、パートタイマーは年間の平

均人員(１日８時間換算による年間平均人員)を［  ］外数で記載しております。 
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  （２）新設分割設立会社（平成 27 年４月１日設立時（予定）） 

① 名 称 株式会社サンマルクグリル 株式会社倉式珈琲 

② 所 在 地 
岡山県岡山市北区 

平田 173 番地 104 

岡山県岡山市北区 

平田 173 番地 104 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川谷 大地 代表取締役社長 中村 正昭 

④ 事 業 内 容 神戸元町ドリア事業 倉式珈琲店事業 

⑤ 資 本 金 100 百万円 100 百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 平成 27 年４月 1日 平成 27 年４月１日 

⑦ 発 行 済 株 式 数 2,000 株 2,000 株 

⑧ 純 資 産 969 百万円 897 百万円 

⑨ 総 資 産 1,070 百万円 971 百万円 

⑩ 決 算 期 ３月 31 日 ３月 31 日 

⑪ 従 業 員 数 42 人［251 人］ 25 人［184 人］ 

⑫ 大 株 主 及 び 

 持 株 比 率 

株式会社サンマルクホールディ

ングス（分割会社）  100% 

株式会社サンマルクホールディ

ングス（分割会社）  100% 

（注）従業員数は、就業予定人員であり、パートタイマーは平成 27 年３月の月間平均予定人

員(１日８時間換算による月間平均人員)を［  ］外数で記載しております。 

 

 

４．分割する事業部門の概要 

(１) 分割する部門の事業内容 

神戸元町ドリア事業及び倉式珈琲店事業 

 

(２) 分割する部門の平成 26 年３月期における経営成績 

     

  ①神戸元町ドリア事業    

 

②倉式珈琲店事業 

 

 

 

 

  神戸元町ドリア事業(a) 当社の実績(b) 比率(a/b) 

売上高 (百万円) 2,210  9,890  22.35％  

  倉式珈琲店事業(a) 当社の実績(b) 比率(a/b) 

売上高 (百万円) 331  9,890  3.35％  
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(３) 分割する資産、負債の項目及び帳簿価格 

 

①株式会社サンマルクグリル 

 

②株式会社倉式珈琲 

（注）上記金額は現時点で未確定であるため、分割会社の平成 26 年 12 月 31 日現在

の貸借対照表に基づいて算出した見込額を記載しております。 

 

５．会社分割後の新設分割会社の状況 

本新設分割による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期

の変更はありません。 

 

６．今後の見通し 

新設会社は、本件分割後も当社の 100%子会社となるため、本件分割が当社の連結経営成

績及び財政状態に与える影響はありません。 

 

以 上 

資産 負債 
項目  帳簿価額 項目  帳簿価額 

流動資産 (百万円) 114  流動負債 (百万円) 31  

固定資産 (百万円) 956  固定負債 (百万円) 70  

合計 (百万円) 1,070  合計 (百万円) 101  

資産 負債 
項目  帳簿価額 項目  帳簿価額 

流動資産 (百万円) 107  流動負債 (百万円) 12  

固定資産 (百万円) 863  固定負債 (百万円) 61  

合計 (百万円) 971  合計 (百万円) 73  


